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【何ができる？ 新人・中途採用・中堅スタッフが辞めないためのかかわり
方】 
「しんじんの時間」の実践から分かった新人が抱える思いと支援のコツ

菊地美登里
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職場適応支援担当看護師長
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院職場適応支援担当看護師長に就任し,現在に至る。

の時間」は日勤業務中に１０～15分の時間を設け，

実施している。各部署の師長と面接時間が確保

しやすい時間帯に打ち合わせ，スケジユールを

組んで事前に知らせている（資料)。

面接は担当師長が各部署に出向き，面談室な

どを使用し，落ち着いて話せるように部署や新

人の状況を考慮しながら臨機応変に実施してい

る。また，面接内容から当該師長との相談が必

要と判断した場合は，本人の意向を確認した上

で行っている。１日平均５人，１カ月で７０～

80人の面接を１～２カ月ごとに全員に行い，１

年間継続している。年間で一人平均７回の面接

を行うことになる。

担当師長は，新人にとっての理解者・相談者・

支援者であると位置づけ，部署とは離れた第三

者的立場で接している。専門職業人としてス

タートした新人は，臨床現場で日々新たな体験

をする。「しんじんの時間」では，その時々に

抱えている思いを自由に話してもらい，自分自

身を客観的に見て感情や考えを整理する機会に

⑧「しんじんの時間｣の実践

旭川医科大学病院（以下，当院,表１）では，

新卒看護師（以下，新人）の職場適応を支援す

る取り組みとして，2007年４月から「しんじん

の時間」を実施している。「しんじんの時間」

とは,職場適応支援担当師長（以下,担当師長）

が新人および新任の経験看護師を対象に実施し

ている定期的な面接のことを言う。「しんじん

病床稼働率

【表１g旭川医科大学病院の概要

86.4％

平均在院日数

診療科 18科

驚蕊２２主任、中堅十こころサポート諺Vol､２０No.４

約1,400人

16.41量

2010年10月現在

(看護師・助産師数）；非正職員，６５人
看護職蕊数Ｊ正職員565人

１日平均外来患者数
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("資料：「しんじんの時間

なるように接している。「しんじんの時間」を

始めて４年になるが,新人が「しんじんの時間」

のために気兼ねなく業務を離れることができる

ように，各部署で業務調整をしてくれている。

また，先輩看護師が「しんじんの時間だよ」と

新人に声をかけてくれるなどの協力が得られ，

継続できている。担当師長の活動は，各部署の

協力を得ながら連携して支援することが，最も

重要であると考えている。

スケジュール（例）」

がら成長して職場に適応していくのかを３年間

の実践からまとめた（表２)。
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｡ｂ新人の思いの変化と支援

*不明な点や変更がありましたら△△までご連絡ください

新人が１年を通し，どのような思いを抱えな

4～6諺

「仕事ができない」「続けられるか不安」「自

分は看護師に向いていないのではないか」「緊

張して疲れる」などの言葉が多くなり，新たな

環境の中で業務を覚え，看護を実践することに

不安や焦り・緊張が強くなる。知識や実践能力

の不足を実感する最初のリアリティショックの

時期である。

当院では，６月に新人のメンバーシップ研修

を行っている。そこで同期と顔を合わせ，互い

一

主任、中堅十こころサポート、Vol,２０No.４２３蝉
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１７日

月

○○１１：１５

○○１１：００

○○１３：３０

○○１３：００

○○１７：００

○○１４：００

○○１５：００

‘１８日

火

○○１４：００

○○１１：００

○○１３：００

○○１５：４５

○○１５：００

○○１４：３０

○○１７：００

１９日‘

水

○○１４：００

○○１１：００

○○１３：３０

２０日

木

○○１４：００

○○１１：００

○○１３：００

○○１３：３０

○○１４：３０

２１日

金

○○１３：００

○○１４：３０

○○１３：３０

○○１４：００

○○１５：００



僅表２：新人の職場適応のプロセス

研修

４恩６局８月１０月

看護技術研修メンバーシップ研修看護過程研修

１２月２月

｢私の看護」研修

業務 夜勤の独り立ち

評価 クリニカルラダー評価

ご咽､

ｂ

＝巳

新人の思い

Ｉ同期との体験共有１

Ｉ支えられている実感１
1期リアリティショック

受け持ち患者を持つ重症患者を担当

クリニカルラダー評価

（評価での承認）

（業務への自信）

（看護の手応え
2期リアリティショック

）

（

クリニカルラダー評価

’ｆ,轟鍔ロー置

(他者への感謝）

課題と目標の明確化）

支援
･思いの表出

･身近な目標の設定

･成長の承認

･役割成果の承認

・１年間の成長の承認

･看護の語り・目標の設定

関心の中心 自分畠
蕊

身へ蕊
一三識
函

チームの一員。燕”

としての自分織

の体験を共有することで「自分だけではない」

と気持ちが軽くなり，一歩踏み出す機会になっ

ている。また，「プリセプターが良くしてくれる」

と周囲の人に支えられていることを実感する。

この時期の支援は，新人が安心して思いを語

れるような関係をつくり，不安や焦りの気持ち

を受け止め，今はできなくて当然であることを

伝え，足元を見て身近な目標を持つようにアド

バイスしている。

爵２４主任、中堅十こころサポート・Vol､２０No.４

看護者，､、

としての自分燕

7～9月

これからの姫

自分蕊

「優先順位が分からない」「コミュニケーショ

ン能力の不足」について語るようになる。夜勤

の独り立ちに向け，優先順位を考えて行動を組

み立てることが求められる。また，報告・連絡・

相談の重要'性や対人関係形成の大切さ，難しさ

を感じる時期である。一方で「少しずつ‘慣れて

きた」「患者さんに名前で呼ばれた」というよ



；

ー

うなうれしい体験を話すようになる。この時期

は，多重課題の中で思考と行動が混乱しやすい

ため，話すことで考えを整理できるようにかか

わり，一つひとつの業務を根拠づけて理解する

ことや先輩看護師に積極的に意思表示をするよ

うに伝えている。

10～12鶏

根拠を理解しないまま，ただ処置をこなして

いるということに気づき「アセスメントができ

ない」「成長していない」と感じ，学習の必要

性を再認識する。また，インシデント体験から

｢責任の重さ」を痛感し，業務量が増えて時間

内に業務が終わらないことなどから「疲れてい

る」「つらい」「辞めたい」と話すようになる。

２度目のリアリテイショックの時期で，看護職

の責任の重さやモチベーションの低下から離職

願望が出現する。しかし，「辞めたい」と思い

ながらも，「今辞めても仕方がない」「本当に辞

める勇気はない」と思っている。

１０月になるとクリニカルラダー評価でプリセ

プターや部署師長から成長を承認されたことや，

業務を覚えたことが自信になり，「プラス思考

になった」「続けられそう」と話すようになる。

また，患者を受け持つことで改めて看護につい

て考え，関心を深める機会となり，「患者との

かかわりが楽しい」と看護の手応えを感じるよ

うになる。さらに，チームの一員として「自分

が役に立っている」と思える体験が増え，職場

が「自分の居場所」と思えるようになってくる。

この時期の支援では，できている自分に気づ

けるように成長を振り返り，チームの一員とし

て役割を果たしていることを伝えている。また，

看護実践の難しさや喜びについて語れるように

かかわり，患者のベッドサイドから学ぶこと，

患者に対する真筆な姿勢や感性を大切にするこ

とを伝えている。この時期は，新人にとっては

大きな壁であり，周囲のサポートがより必要で

あると同時に，１年を通して一番成長を感じる

時期でもある。

1～3諺

１月には「私の看護」研修で自分自身の看護

観を振り返る機会がある。新人ならではの感性

に触れることができ，看護職として一歩成長し

た姿を見ることができる。この時期は，「周囲

の人に支えられた」と先輩やプリセプター，同

期に対畳する感謝の言葉や「自分らしく働けるよ

うになった」「大変だけど頑張る」と前向きな

言葉が聞かれるようになる。一方，重症患者を

担当することへの不安や緊張，後輩が来ること

への焦りが出てくる。

この時期は，１年前の自分を思い起こしても

らい，つらかったこと，悩んだことは無駄な体

験ではなく自分自身を成長させたこと，成長し

た自分をしっかり認めることを伝え，２年目に

向けて踏み出せるようにかかわっている。

曲担当師長のかかわり

「しんじんの時間」は，年間延べ約600回行う

ことになる。毎回，どのようにかかわることが

新人個々の支援になるのか悩みながら実施して

いるのが現状である。思いの傾聴に徹した方が

良いのか，考えや感情の整理を手伝うべきか，

はっきりとアドバイスすることが支援になるの

かを考えながら実施している。「しんじんの時

間」で心掛けていることは，①評価的・指示的

態度を取らない，②安心して話せる関係をつく

る，③心から話を聴き，相手の言葉を反復する，

④個々の成長の芽を発見し伝える，⑤関心がど

こに向いているかを知ることである。

主任、中堅十こころサポート・Ｖｏｌ､２０No.４２５騨璽



1年を通して，新人はその時々で「関心」の 調整や部署のサポート体制の強化，「しんじん

中心が変化していく。４～６月では，業務を覚 の時間」の回数・時間を多くするなどの支援方

えることや環境になじめるかなど，関心の中心 法を部署師長や副師長と検討し，実施している。

は「自分自身」にある。７～９月では，徐々に そのほか，新人がインシデント体験で落ち込

独り立ちし，チームでの役割や対人関係形成の んでいる，身体症状があり，勤務を休みがちな

大切さを学び，「チームの一員としての自分」 どの連絡を部署師長からもらうことがある。そ

に関心が向くようになる。１０～12月では，受 のような場合は，早期に「しんじんの時間」を

け持ち患者を持つことで看護の難しさ，喜び， 設け，タイムリーに支援できるように部署と連

奥深さを知り．改めて看護について考える機会 携・-協力し，実施している。

になり，関心は「看護者としての自分」に向い

てくる。１～３月では，後輩ができることや期

待される役割と目標を意識しはじめ，「これか
鋤「しんじんの時間｣の反響

らの自分」に関心が向くようになる。 2009年の「しんじんの時間」実施後のアンケー

新人はこのように「関心」の方向を変化させ ﾄ調査では，９割の人が役立ったと回答してい

ながら成長し，看護職として自立していく。担 た。その理由は「思いを表出することで気持ち

当師長は，新人の一人ひとりがその時々で，関 が楽になった」「共感してもらえる人や場があ

心がどこに向いているかをとらえ，さまざまな ることの安心感」「自分自身を振り返る機会に

体験から新人自身が考えて気づき，達成感や自 なった」との意見であった。当院の「しんじん

信が得られるように支援している。 の時間」の特徴は，新人自身が時間をつくって

所定の場所に出向くのではなく，業務中にス

曲駕；謂漂わり方
タップの協力を得て時間を使うことができる点

である。やはり，新人にとって思いを話せる場

時間の許す限り，部署を巡回して新人に声を と時間が保証されることは効果的な支援である

かけ，部署師長，副師長，プリセプターとの接 と考える。

点を持つようにしている。そうすることで，新 しかし，「業務中の時間では話しにくい」「時

人の勤務中の様子や新人を支援する上で部署が 間が短い」との意見があったことを受けて，

苦慮していることを知ることができる。 2010年４月から，業務を気にせず気軽に立ち寄

例えば，新人からプリセプターとの関係で緊 り，ひと息つける場として「サロン」を設け，

張し，萎縮すると相談された場合は，プリセプ 誰でも利用できるように名刺サイズのカードを

ター自身も新人を指導することにプレッシャー 全看護職員に配布した（写真)。週２回オープ

と責任を感じ，指導の難しさや戸惑いを抱えて ンしており，利用者は新人に限らず中堅者も多

いることが多い。そのような場合，プリセプ く，それぞれの立場で語りたいことを抱えてい

ターには「教えなければと思わず一緒に考える ることが分かった。今後も，誰もが一息つき，

こと」「一人で背負わないこと」などをアドバ 語れる場として利用できるように工夫して継続

イスしている。また，新人が緊張や疲労などで していきたいと考えている。

心身のバランスを崩している場合は，業務量の

霞２６主任＠中堅十こころサポート‘vol,２０No.４
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曲鯉竪の成長を
2009年に日本看護協会が行った「病院におけ

る看護職員需給状況調査」の結果では，新卒看

護職員の離職率は8.9％であった。当院の新人看

護師の１年以内の退職率は，2009年4.6％，２０１０

年1.7％にとどまった。これは，教育支援体制が

充実してきたこと，新人をゆっくり育てるとい

う職場風土が定着してきたこと，第三者の立場

で「しんじんの時間」を実施し，側面から支援

したことなど，何重もの支援が離職率の低減に

つながったと考える。

「しんじんの時間」を１年間続けていると，

一人ひとりの成長がよく分かる。戸惑い・悩み・

喜びといった体験が成長の力となって視野が広

がり，考えが深まることで目標が見えてくるよ

うになる。新人の体験の一つひとつは成長のチャ

ンスでもある。これからも，新人個々の成長の

芽を見つけ，丁寧にかかわっていきたい。

§写真:看護職員の語り場 ｢いるかサロン」
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